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特集●入試改革で変わること・変えること・変えられること

取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭（P.21、23）
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　英語入試改革は、高大接続改革の一端です。今後各大学
には４技能教育を受けた学生が入学してきますから、大学は英
語力育成のあり方と入試の見直しを行う必要があります。
　学内で英語４技能評価のあり方を検討する際に一番重要
なのは、３つのポリシー、とりわけアドミッション・ポリシー（ＡＰ）と
の整合性です。自学が育てたい人材にとって英語４技能はどう
役立つ能力なのか、どのレベルで受け入れてどのレベルまで育
てたいのかを検討し、評価と育成の考え方に一貫性を持たせ
ることが重要でしょう。
　外部検定の活用法としては下図のようなパターンがありま
す。それぞれの活用法にメリットとデメリットがありますが、採用
パターンを検討する際もＡＰとの整合性に留意しましょう。例え
ば「出願資格」だと、英語という１教科についてのみ出願ＮＧと
なるラインを設けることになります。多様性を重視し、総合点で
合格を決めていた大学・学部であれば、出願に制限を設けるこ
とがＡＰと矛盾しないか、確認が必要です。
　もし、出願ＮＧとする基準を設けず、英語力が多様な入学者
を受け入れるのであれば、それを前提とした多様な英語力に対
応できる柔軟なカリキュラムを用意しておくべきでしょう。

　もちろん、学生募集に与える影響も大切です。私立大学の
場合、経営に直結しますから、「何となく」「理想論」で決めるの
は極めて危険です。判断の根拠として過去の入学者の４技能
英語力の実態データが役立ちます。把握できていなければ、ま
ずは目安として在学生を対象に測定することをお勧めします。
　そのうえで、志願するメインの層にとって手の届くラインで、

具体的なメリットを見せることで、出願へのインセンティブが強く
働きます。例えば、偏差値50台の受験生がメインとなる大学群
のＣＥＦＲ別英語力を見ると、ＣＥＦＲのＢ１が13％、Ａ２が71％、
Ａ１が16％となります＊1。この場合、上位のＢ１の層だけではな
く、志願者の大多数を占めるＡ２の層にも相応の加点をするこ
とで、その下のＡ１の層と点差がついて、合格可能性が高まる
ため、募集にもプラスの影響が考えられるでしょう。

　高校での学び＝受験勉強ではありませんが、高校生にとって
大学合格が大きな目標であるのは事実です。英語４技能にお
いても、自学が示す入試要件が高校の指導を変え、高校生の
能力を引き上げる効力を持つことを意識すべきでしょう。実際、
センター試験へのリスニングテスト導入後の高校生のリスニン
グ力は、明らかに向上しています＊2。
　本年６月公表の第３期教育振興基本計画では、中学校卒
業段階でＣＥＦＲのＡ１、高校卒業段階でＡ２以上を達成する割
合を５割以上にすることが、国としての英語力育成の目標とされ
ています。これをふまえれば、「幅広い受験生を募るために最低
レベルのＡ１を出願資格にする」等の基準は高等教育機関が
示す入試要件としてハードルが低く、再検討の余地があります。
　高校生の４技能習得の意欲を高める外部検定の活用パ
ターンとしては、検定スコアに応じて入試が有利になる「加点」

「（一定レベル以上の）出願資格＋加点」が挙げられます。高
校教員に最も望まれている活用パターンも「加点」でした＊3。
　「加点」の懸念点は、異なる検定間のスコア・級を換算・比較
することに対する信頼性でしょう。ＣＥＦＲのバンドの広さを念頭
に置きつつ加点のしくみを調整するなど、議論を重ねて着地点
を見つける必要があります。

①ＡＰとの整合性を最優先に

③英語の学習意欲向上につなげる
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APとの整合性、募集への影響、
学習意欲への影響を考慮する

見直しポイント❷ 英語４技能

②効果的な学生募集につなげる

活用パターン メリット デメリット 受験生の４技能学習意欲

外部検定活用パターンごとの特徴

出願資格 ▶求める４技能英語力の基準を明示できる 

▶４技能英語力の高い受験生を集めやすい 

▶求める４技能英語力の基準を明示でき、
　かつ力のある受験生を高く評価できる

▶外部英語検定の非受験者が
　不利にならない

▶英語が得意な受験生のインセンティブにならない 
▶設定基準が高いと志願者数減少のリスクあり

▶最低限の4技能英語力の担保が難しい 

▶設定基準が高いと
　志願者数減少のリスクあり

▶受験生全体の４技能英語力がわからない

▶基準点付近の層にとって動機付けになる

▶加点対象となる層を広げれば、
　幅広い層にとって動機付けになる

▶幅広い層にとって動機付けになる

▶得点換算の対象となる層を広げれば、
　幅広い層にとって動機付けになるみなし得点＊4

出願資格＋加点

加点

＊１　ベネッセコーポレーション調べ　　＊2　同一の42校のGTECリスニングスコアが166（2004年度）から182（2008年度）に上昇。（ベネッセコーポレーション調べ）
＊3　高校教員の「望ましい活用方法は？」への回答結果は、「加点評価」35.7％、「出願基準」24.1％、「みなし得点」22.3％の順。ベネッセコーポレーション「2017年度実施アンケート」（高校教員対象／回答数5,414件）
＊４　一定のスコア、級を持っている場合、入試で一定の点数を取ったとみなし、入試本番の点数と比較して高い方の点数を選抜に用いる方法

　主体性は認知の領域に属する事象、つまり頭の中のことな
ので、多数の受験生を選抜する一般入試では、そのものを直
接測ることは非常に困難です。よって本事業＊1では「主体性を
見る」を「主体的に○○する力を見る」と言い換え、取り組んだ
プロセスと結果を評価する方法が現実的だと考えます。多様
性や協働性についても同様のことが言えるでしょう。
　私が研究・開発に携わっているJAPAN e-Portfolioは、高
校時代に行った活動のプロセスや成果など、アウトプットを第
三者が客観的に認知できるよう可視化する仕組みになってい
ます。例えば運動部だったら大会の最終結果だけでなく、３年
間の公式試合出場数の変遷や主将として率いた部員数等の
データも記録することで、生徒会活動だったら規模や役員数、
会議数やイベント等のデータから、活動を通した学びが可視化
されます。生徒自身の「振り返り」も記録するため、生徒の「主
体性等」が端的に確認可能です。
　これらの入力項目は、先行研究をベースに、ＳＧＨの高校生
を対象にした学びと社会との接続についての研究成果と、高
校・大学・企業三者に聞いた「主体的な行動が表れる行動」
調査が根拠になっています。

　主体性等のどの部分を、何をもって評価するのかを検討する
際、特に私立大学は「建学の精神」やアドミッション・ポリシー

（ＡＰ）に立脚すべきだと思います。建学の精神をひもとけば、
入学時に必要なものは「基礎学力」だけではなく、多様な能力
や資質、態度を求めていることは明白です。しかし従来の一般
入試で評価されることはほぼありませんでした。一方で高校側

は、基礎学力だけでなく、ホームルーム活動や５教科以外の学
習、生徒会、部活動などを通じて、大学や社会で役立つ素養を
育もうとしています。
　どんな活動や成果、プロセスを評価するのかも大学により異
なるはずです。評価の尺度についても、上位入賞、数が多いこ
となど多様な種類があり、これらのどれに価値を置くかはＡＰに
基づいて決めることが可能です。例えば工業大学で、「基礎学
力＋ものづくりの力」を重視するとなれば、基礎学力はペーパー
テストで、ものづくりの力は何かをつくってきた活動履歴（理系
のコンクールへの出品経験など）で測定する、といった方法が
考えられます。

　大学が入学者に求める要件は、高校生をはじめ社会にとっ
て格段に注目度が高い部分です。そこで課されるものがペー
パーテストのみであると、その大学が求めている人物像はなかな
か伝わりません。しかし「こういう人が欲しいから、こういう活動履
歴を入試で評価する」と表明すれば、生徒が高校生活の過ごし
方を考えるうえで、非常に重要な情報となります。
　入試そのものを通して伝わるメッセージは、受験生のＡＰに対
する理解をより深めることでしょう。評価項目を明示することによ
り、本当に欲しい人に、自学の方針をわかったうえで準備をし、
受験してもらえるわけですから、大学にとっては多大なメリットが
あります。
　とはいえ最初から大きな重みづけをするのは難しいでしょう。
総得点の５％程度から主体性等を問う評価を取り入れてみて
はどうでしょうか。その評価と入学後のパフォーマンスの関連性
を検討することで、よりＡＰに基いた入試が展開できると考えら
れます。

①「主体的に○○する力」と言い換える

③評価基準を学外に明示する

時任隼平
ときとうじゅんぺい●高校教
員、山形大学常勤講師などを
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教科以外のどんな活動を評価するのか？
その発信が高校生の主体性を育む

見直しポイント❶ 主体性等

②建学の精神に基づいて測る力を設定

＊１　大学入試における「主体性等」の評価手法を調査研究する文科省からの委託事業
＊2　各項目にひもづく形でその目的や振り返りなどのプロセスを入力できる。補足情報としてPDFや写真、動画URL等を添付可能
＊3　「基本情報」では活動内容や所属など基本的な情報を入力できるようになっている

活動の記録／役職の履歴／雑誌新聞等の記事 など

JAPAN e-Portfolioに記録できる「学びのデータ」＊2例 

表彰・顕彰

留学・海外経験

資格・検定

部活動（文化芸術活動）

部活動（スポーツ活動）

学校行事

探究活動

基本情報＊3／コンクール・コンテスト・大会の結果／
代表への選抜履歴／研究課程の記録 など

データ項目は部活動に準ずる
基本情報＊3／コンクール・コンテスト・大会の結果／
代表への選抜履歴／段・級位の取得等／作品・成果物 など

部活動（アカデミック活動）　

学校以外

部活動（ボランティア・コミュニティ活動）　

式典・行事／修学旅行・研修旅行／スポーツ大会・
体育祭／文化祭・学園祭／校内コンテスト（表彰） など

基本情報＊3／参考文献／実験／研究室訪問／
フィールドスタディ／調査／論文／発表の記録／
コンクール・コンテスト・大会の結果

基本情報＊3／大会・試合の結果／代表への選抜履歴／
段位の取得等／ベスト記録・通算記録／役職の履歴 など

留学／海外フィールドスタディ／海外コンクール・大会の
結果／海外交流イベント（国内）／帰国生徒

生徒会・委員会
基本情報＊3／会議記録／業績の記録

（スポーツ活動／文化芸術活動／
アカデミック活動／ボランティア・コミュニティ活動）

文部科学省
大学入学者選抜改革推進
委託事業（主体性等分野）
研究メンバー


